
国立国語研究所学術情報リポジトリ

現代語の語彙

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2018-03-30

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 国立国語研究所, The National Language

Research Institute

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15084/00001573URL



国立国語研究所の歩み・5

現
代
語
の
語
彙

国立国語研究所

　昭和48年ユ0月



辱
Ψ
一
季
書
馳

尊
・
y
“
蚤
…
．
賦

国
立
国
語
研
究
所
の
歩
み
・
5
〈
現
代
語
の
語
彙
〉

1

国
語
研
究
所
の
語
彙
調
査

6

　
国
立
国
語
研
究
所
（
以
下
「
国
辱
」
と
略
称
す
る
）

で
は
、
創
設
当
初
か
ら
現
代
語
の
実
態
調
査
の
一
環

と
し
て
、
新
聞
や
雑
誌
の
語
彙
調
査
に
取
り
組
み
、

こ
れ
ま
で
に
い
く
つ
か
の
成
果
を
収
め
て
き
た
。
以

下
に
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

一
　
国
研
の
語
彙
調
査
の
概
要

　
国
研
に
お
け
る
語
彙
調
査
は
、
基
本
語
彙
の
設
定

と
正
書
法
の
確
立
を
め
ざ
し
、
話
し
こ
と
ば
の
研
究

と
あ
い
ま
っ
て
、
標
準
語
の
確
立
や
現
代
標
準
語
辞

典
の
作
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
た

め
に
、
こ
れ
ま
．
で
に
実
施
し
た
語
彙
調
査
は
、
8
3
ペ

ー
ジ
の
表
1
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

▽
衷
1
の
中
の
「
㈲
新
聞
3
紙
」
の
調
査
は
、
電
子
計

　
算
機
を
用
い
た
語
彙
調
査
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ

　
い
て
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
「
一
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
言

語
学
」
の
中
に
紹
介
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す

　
る
。
（
〈
発
表
物
〉
国
研
報
告
3
7
・
3
8
・
4
2
・
4
8
『
電
子

　
計
算
機
に
よ
る
新
聞
の
語
彙
調
査
（
1
）
～
（
W
）
』

▽
表
1
の
ほ
か
に
も
、
明
治
1
0
年
の
郵
便
報
知
新
聞
に
つ

　
い
て
の
語
彙
調
査
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
次
回
の
「
6

　
明
治
時
代
の
言
語
」
で
取
り
上
げ
る
予
定
な
の
で
、
省

　
略
し
た
。

ω
朝
日
新
聞
の
語
彙
調
査

く
発
表
物
V
国
璽
資
料
集
2
『
語
彙
調
査
一
現
代

　
新
聞
用
語
の
一
例
一
』
（
昭
和
2
7
年
刊
）

　
昭
和
2
4
年
六
月
一
か
月
間
の
朝
日
新
聞
全
紙
面

（
広
告
を
除
く
）
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
直
黒
に

お
け
る
最
初
の
語
彙
調
査
で
あ
る
。
あ
る
一
種
の
新

聞
が
、
一
か
月
間
に
ど
れ
ほ
ど
違
っ
た
種
類
の
語
を

用
い
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
が
ど
れ
ほ
ど
く

り
か
え
し
て
用
い
ら
れ
る
か
を
調
べ
た
も
の
。
全
数

調
査
の
方
法
を
採
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
標
本
調
査
の

方
法
に
慣
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
、
標
本
調
査
と
比
較

し
て
み
た
い
考
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
報
告
書

に
は
、
使
用
度
数
1
0
回
以
上
の
語
約
三
千
三
百
の
語
・

彙
表
と
、
二
、
三
の
分
析
結
果
を
収
め
て
い
る
。

②
　
婦
人
雑
誌
の
語
彙
調
査

〈
発
表
物
〉
国
研
報
告
4
『
婦
人
雑
誌
の
用
語
－

　
現
代
語
の
語
彙
調
査
一
』
（
昭
和
2
8
年
刊
）

　
昭
和
2
5
年
間
一
年
間
に
お
け
る
「
主
婦
之
友
」

（
全
記
事
）
「
婦
人
生
活
」
（
実
用
記
事
の
み
）
を
資

料
と
し
た
語
彙
調
査
で
、
は
じ
め
て
標
本
調
査
の
方

法
を
用
い
た
。
報
告
書
に
は
、
使
用
度
数
7
回
以
上
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の
語
約
二
千
七
百
の
語
彙
表
（
五
十
音
順
と
使
用
率

順
）
を
収
め
た
ほ
か
、
基
本
語
彙
を
き
め
る
尺
度
と

し
て
の
「
語
の
使
わ
れ
る
度
合
に
関
す
る
分
析
」
、

意
味
に
よ
る
語
の
分
類
試
案
で
あ
る
「
意
味
論
上
の

試
み
」
、
漢
語
の
複
合
形
式
に
つ
い
て
考
察
し
た
「
語

構
造
に
関
す
る
分
析
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
。

㈹
総
合
雑
誌
の
語
彙
調
査

　
〈
発
表
物
〉

　
①
国
研
報
告
1
2
『
総
合
雑
誌
の
用
語
」
現
代
語

　
　
の
語
彙
調
査
－
前
編
』
（
昭
和
3
2
年
刊
）

　
②
国
研
報
告
1
3
『
総
合
雑
誌
の
用
語
一
現
代
語

　
　
の
語
彙
調
査
－
後
編
』
（
昭
和
3
3
年
刊
）

　
総
合
雑
誌
「
世
界
」
「
中
央
公
論
」
「
文
芸
春
秋
」

の
類
と
、
そ
れ
に
似
よ
り
の
雑
誌
を
含
め
て
合
計
十

三
種
（
昭
和
2
8
年
7
月
～
2
9
年
6
月
号
）
．
の
語
彙
を

調
査
し
た
も
の
。
婦
人
雑
誌
の
場
合
と
同
様
、
標
本

調
査
の
方
法
を
用
い
た
。
報
告
書
の
前
編
は
、
使
用

度
数
7
回
以
上
の
語
約
四
千
二
百
の
語
彙
表
（
五
十

音
順
と
使
用
率
順
）
と
、
そ
の
使
用
法
か
ら
成
り
、

後
編
に
は
、
こ
の
調
査
の
方
法
と
、
調
査
対
象
に
し

た
語
彙
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
分
析
（
語
彙
構
造
の

、
量
的
分
析
・
意
味
か
ら
見
た
語
彙
の
構
造
・
語
構
造

に
関
す
る
分
析
な
ど
）
を
収
め
て
い
る
。

ω
　
現
代
雑
誌
九
十
種
の
語
彙
調
査

　
〈
発
表
物
〉

①
国
研
報
告
塞
『
現
代
雑
誌
九
十
種
の
用
語
用
字

　
第
一
冊
　
総
記
・
語
彙
表
』
（
昭
和
3
7
年
刊
）

②
国
語
報
告
2
5
『
現
代
雑
誌
九
＋
種
の
用
語
用
字

　
第
三
冊
　
分
析
』
（
昭
和
3
9
年
刊
）

▽
国
研
報
告
2
2
『
現
代
雑
誌
九
十
種
の
用
語
用
字
　
第
二

　
冊
　
漢
字
表
』
（
昭
和
3
8
年
刊
）
は
漢
字
調
査
の
。
報
告
・

　
書
な
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

　
こ
の
調
査
は
、
五
部
門
九
十
種
に
わ
た
る
一
般
的

雑
誌
一
年
分
を
対
象
と
し
た
標
本
調
査
で
、
採
集
カ

ー
ド
は
五
十
三
万
枚
目
の
ぼ
り
、
国
研
が
人
力
で
や

っ
た
語
彙
調
査
と
し
て
は
最
大
の
規
模
を
も
つ
も
の

で
あ
る
。
報
告
書
の
第
一
冊
「
総
記
・
語
彙
表
」
編

に
は
、
標
本
使
用
度
数
7
以
上
の
約
七
千
二
百
語
の

語
彙
表
（
全
体
の
五
十
音
順
、
使
用
率
順
語
彙
表
の

ほ
か
、
各
層
ご
と
の
使
用
率
順
語
彙
表
、
助
詞
・
助

動
詞
の
五
十
音
順
語
彙
表
な
ど
）
と
、
そ
の
使
用

法
、
さ
ら
に
調
査
の
輪
郭
、
調
査
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
記
述
し
て
あ
る
。
第
三
冊
「
分
析
」
編
に
は
、

「
語
の
基
本
度
」
「
語
彙
の
量
的
な
構
造
」
「
助
詞
．

助
動
詞
の
用
法
」
「
複
合
語
」
「
同
じ
語
か
異
な
る
語

か
の
判
別
」
な
ど
の
考
察
を
収
め
て
い
る
。

二
　
語
彙
調
査
で
得
ら
れ
た
こ
と

　
こ
れ
ら
一
連
の
調
査
は
、
す
べ
て
基
本
語
彙
設
定

の
一
段
階
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
η
、
使
用

率
の
大
き
さ
、
散
ら
ば
り
ぐ
あ
い
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
で
の
代
表
的
な
用
語
を
と
ら
え
る
こ
と
を
当
面

の
目
的
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
雑
誌
九
十
種
の

語
彙
調
査
で
は
、
使
用
率
の
大
き
な
方
か
ら
約
七
千

二
百
語
を
語
彙
表
に
収
め
た
が
、
こ
れ
ら
の
語
は
延
、

ぺ
語
数
の
約
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

（
8
6
ペ
ー
ジ
表
1
参
照
）

　
計
量
的
調
査
に
お
い
て
は
、
統
計
理
論
の
整
備
の

必
要
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
資
料
と

す
る
大
量
の
カ
ー
ド
巻
正
確
さ
の
点
で
一
定
の
水
準

を
保
ち
つ
つ
作
成
・
操
作
す
る
た
め
の
、
調
査
単
位

（
単
位
語
）
の
認
定
の
し
か
た
、
カ
ー
ド
採
集
・
集

計
整
理
な
ど
の
作
業
方
式
の
決
、
定
・
作
業
の
手
順
、

作
業
の
品
質
管
理
な
ど
に
関
す
る
周
到
な
計
画
と
実

施
が
大
切
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
ω
か
ら
ω
ま
で
の
四
回
に
わ
た

る
、
人
手
に
よ
る
大
規
模
な
語
彙
調
査
を
経
験
し
、

方
法
論
的
に
も
実
践
的
に
も
多
く
の
成
果
を
あ
げ
て

き
た
。

　
方
法
論
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
成
果
が
あ
る
ゆ

①
層
分
け
標
本
抽
出
法
に
よ
る
語
彙
調
査
の
理
論
と

　
方
法
を
確
立
し
た
。
（
報
告
1
3
。
2
1
）

②
標
本
か
ら
調
査
対
象
全
体
の
語
彙
量
を
推
定
す
る

　
方
法
を
求
め
た
。
（
年
報
6
・
報
告
1
3
）

③
同
音
の
別
語
か
、
同
じ
語
の
意
味
の
違
い
か
を
操

82
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表1　国立国語研究所の語彙調査一覧

調　　査　　対　象 母集団 標　　　本

資　　　料 期　　　間

調査

菇@
語　　　数

薩
単
位
麟

即詞
蕪ｮ詞

ﾌ調査

日
野
調
査

延　ぺ
齔

抽出比
i約） 延べ1異趨

（1）朝日新聞1紙 ・24．6．1～β．30

@（1か月分）
全数 24万 一 24万 1．5万 β’

× ×

②婦人雑誌2誌（主婦之友（全体〉）

25．1～12

i1年分）

標本
90万

i推定）
1／6 15万 2．7万 ．× ○

α

（婦人生活く一部〉） ”
33万

i推定）
1／6．5 5万 1．0万

，，，，■．曽宦
i
一
部
）

「「．．

（3）総合雑誌13誌　　　　　　＊

i改造・世界ほか）

28．7～29．6

i1年分）
〃

900万
i推定）

1／40 23万 2。3万 β × ○

④現代雑誌90誌

@　　　　　＊＊@（五部門90誌）

31．1～12

i1年分）
”

1．6億
i推定）

1／230 53万 4．0万 β

○
（
一
部
） ○

⑤新聞3紙

i朝日・毎日・読売）

41．1．1～12．31

i1年分）
〃

〈長単位＞
@1．2億，・幽9．・．．・曹■曹・圃．．，一

1／60

200万 21．3万

〈短単位＞

@1．8億 300万 （未集計）

α’

D，，響響響，

ﾀ’

．○ ○．：

“
、

注

ホ　総合雑誌13誌　改造・世界・世潮・中央公

　　論・文芸春秋・心・人生手帖・日本及日本

　　人など13誌。

＊＊五部門90誌　次の五部門にわかれる。

　　【評論・芸文12誌】世界・中央公論・新潮

　　・四隅・文芸・短歌・美術手帖など。

　　【庶民14誌】文芸春秋・家の光・週刊朝日

　　・知性・リーダーズダイジェストなど。

　　【実用・通俗科学15誌】エコノミスト・科

　　学朝日・農業世界・時の法令・自然など。

　　【生活・婦人14誌】主婦の友・婦人公論・

　　装苑・暮しの手帖・若い女性など。

　　【娯楽・趣味14誌】小説新潮・面白倶楽部

　　・映画の友・野球界・囲碁・アサヒカメラ

　　・旅・音楽の友・平凡・明星など。

＊＊＊延べ語数と異なり語数　形態および意味の

　　上からみて種類の異なる単語の数を「異な

　　り語数」といい，それらの一々の単語の繰

　　返し用いられた度数の総和を「延べ語数」

　　という。たとえば，次のように使う。〈走

　　れ，走れ，小犬。もっと速く，速く。〉とい・

　　う文章は，〈走る・小犬・もっと・速く〉

　　という四つの異なり語数を有し，六つの延

　　べ語数から成る。

目語の単位語彙調査においては，語の単位

　　をどのように切り取るかが問題になる。各

　　調査における語の単位については，それぞ：

　　れの報告書を参照せられたい。大ざっぱな・

　　言い方をすると，α単位は，比較的長い単

　　位で，大体，文節から助詞・助動詞を切り・

　　離したもの，β単位は，それより短くて，

　　ほぼ辞書の見出し語に近い単位である。

　　（α単位についてほ報告4，．β単位につい

　　ては既判12，および21に規定してある。）

　　α’は，α単位に近い長さ，β’は，．β単位

　　に近い長さの単位であることを示す。

亀
．
．
．
、

．
‘
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作
的
に
判
断
す
る
規
準
を
作
っ
た
。
（
報
告
1
3
・

　
2
5
）

④
あ
る
語
が
よ
く
使
わ
れ
る
語
で
あ
る
か
ど
う
か
を

　
論
じ
る
に
は
、
な
士
の
冠
註
度
数
を
比
率
（
使
用

　
率
）
に
換
算
し
、
か
つ
、
換
算
さ
れ
た
使
用
率
の

　
精
度
を
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

　
し
た
。
（
報
告
1
2
）
．

⑤
語
の
基
本
度
函
数
を
試
作
し
た
。
（
報
告
2
5
）

　
な
お
、
作
業
管
理
に
関
す
る
問
題
は
、
年
報
5
お

よ
び
7
に
発
表
し
て
あ
る
。

　
一
方
、
実
践
的
成
果
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
語
の
使
用
率
お
よ
び
そ
の
資
料
分
野
で
の
分
布
を

　
見
る
べ
ぎ
、
五
十
音
順
な
ら
び
に
使
用
率
順
の
各

　
種
語
彙
表
を
作
成
し
た
。
（
報
告
4
．
1
2
．
2
1
）

2　各語彙調査の上位40語

②
同
義
・
類
義
関
係
に
よ
っ
て
用
語
を
選
択
す
る
手

　
が
．
か
り
と
な
る
べ
き
、
意
味
に
よ
る
分
類
語
彙
表

　
を
作
成
し
た
。
（
報
告
4
・
1
3
・
2
1
、
資
料
集
．
6
）

③
語
の
使
用
率
・
語
種
別
・
品
子
別
・
語
構
成
別
な

　
ど
、
語
彙
の
．
量
的
な
構
造
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
、

　
の
分
析
を
行
な
っ
た
。
（
報
告
4
・
1
3
・
2
5
な
ど
）

④
漢
字
の
使
用
率
な
ら
び
に
表
記
の
実
態
を
示
す
漢

　
字
表
・
語
の
表
記
の
一
覧
表
な
ど
を
作
成
し
た
。

　
（
紺
報
生
ロ
ー
0
・
2
2
）

　
右
の
う
ち
、
④
に
つ
い
て
は
別
の
シ
リ
ー
ズ
が
用

．
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
②
お
よ
び
③
．
の
主
な
結
果
に

　
つ
い
て
、
次
章
（
H
）
で
述
べ
る
。

、
人
力
に
よ
る
語
彙
調
査
で
得
ら
れ
た
成
果
は
以
上

　
の
通
り
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
以
上
の
．
規
模

を
も
つ
語
彙
調
査
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
電
子
計

．
算
機
を
利
用
す
る
の
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
と
判
断

し
て
、
昭
和
四
十
年
か
ら
そ
の
準
備
を
始
め
、
翌
四

十
一
年
か
ら
電
子
計
算
機
に
よ
る
新
蹴
の
語
彙
調
査

に
着
手
し
、
四
十
八
年
に
一
．
往
の
成
果
を
出
す
こ
と

が
で
き
た
。
し
か
し
、
電
子
計
算
機
で
漢
字
仮
名
ま

じ
り
文
の
日
本
語
を
扱
う
こ
ど
に
は
幾
多
の
困
難
が

あ
り
、
語
彙
調
査
と
し
て
完
壁
な
成
果
を
あ
げ
る
た

め
に
は
、
今
後
の
研
究
に
ま
っ
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
最
後
に
、
参
考
の
た
め
、
婦
人
雑
誌
、
総
合
雑
誌
、

雑
誌
九
十
種
、
新
聞
三
紙
の
各
語
彙
調
査
に
お
け
る

上
位
四
十
語
の
一
覧
表
を
表
2
に
掲
げ
て
お
く
。

（
新
聞
三
紙
の
場
合
は
、
長
単
位
度
数
順
表
か
ら
、

記
号
・
助
詞
・
助
動
詞
ま
た
は
そ
の
連
続
と
思
わ
れ

る
も
の
を
除
い
て
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
斎
賀
秀
夫
）

聞
紙
新
3

、
鵜
」
駕
こ
の
い
甥
一
馳
歩
綜
計
年
歴
給
鷺
鍵
上
歎
二
方
粥
有
前
晩
農
魏
内
競

誌
種
雑
9
0

藷
一
濤
鋤
警
＋
三
裟
お
舳
彗
蜘
六
鮮
籍
八
め
騨
七
四
円

合
誌
総
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尉
　
　
　
“
　
　
　
る
　
う
　
㈹
　
㈲
　
　
　
る
　
　
　
　
　
割
る
る
う
と
る
の
の
る
の
儀
う
れ
　
　
　
　
た
本
れ
い
る
れ
る
も
　
　
ん
く
や
　
　
ち
め
　
　
き
に
い
　
　
で
題
き
る
　
　
メ
す
い
い
こ
な
ぞ
も
あ
ご
的
よ
そ
の
　
一
わ
日
こ
な
く
さ
み
お
二
ね
ゆ
し
」
三
愉
た
十
で
な
よ
人
ま
問
と
．
よ
お
ア

人
誌
婦
雑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
る
　
　
る
る
　
　
　
　
い
う
て
　
　
　
　
　
　
　
る
も
麓
覇
舜
豚
密
二
塞
こ
の
濃
『
残
一
二
壕
鶏
些
些
麓
蕊
五
径
鋤
讐
偽
六

順
　
位

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
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侮

国
立
国
語
研
究
所
の
歩
み
・
5
〈
現
代
語
の
語
彙
〉

亜
　
現
代
語
の
語
彙
構
成

語
彙
調
査
に
伴
う
研
究
か
ら

「
語
彙
」
と
は
、
一
定
の
範
囲
に
用
い
ら
れ
る
語
の

総
体
を
さ
す
名
称
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
語
学

の
一
研
究
部
門
と
し
て
の
語
彙
論
に
お
い
て
は
、
個

々
の
語
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
研
究
の
ほ
か
に
、
語

の
総
体
に
つ
い
て
の
研
究
1
た
と
え
ば
、
語
彙
の

総
量
の
推
定
や
、
統
計
的
な
性
格
に
つ
い
て
の
研
究

（
計
量
語
彙
論
）
や
、
語
彙
の
体
系
的
な
組
成
に
つ

い
て
の
研
究
（
語
彙
構
成
論
）
な
ど
一
も
、
当
然
、

そ
の
研
究
対
象
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の

研
究
は
、
戦
前
に
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

戦
後
、
国
立
国
語
研
究
所
の
創
設
を
機
と
し
て
、
1
に

述
べ
た
よ
う
な
大
規
模
な
語
彙
調
査
が
次
々
に
実
施

さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
よ
う
や
く
こ
の
分
野
の
研

究
が
新
し
く
開
け
て
き
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
・
国
研
の
語
彙
調
査
の
結
果
、
明
ら
か
に

な
っ
た
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て
と
り
上
げ
て

み
る
。輌

　
語
の
使
用
率
分
布
（
雑
誌
九
十
種
の
場
合
）

　
ど
の
語
彙
調
査
の
結
果
を
見
て
も
、
語
の
使
用
率

の
高
い
も
の
は
、
語
数
が
少
な
く
、
使
用
率
が
低
く
・

な
る
に
つ
れ
て
語
数
は
多
く
な
る
。
雑
誌
九
十
種
の

語
彙
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
な
が
め
て
み
よ
う
。

　
語
の
使
用
率
と
延
べ
語
数
を
お
お
う
割
合
を
グ
ラ

フ
に
す
る
と
、
図
1
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
で
み
る

と
、
使
用
率
一
・
四
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
語
（
異
な
り

語
数
7
5
、
全
額
な
り
語
数
の
臓
パ
ー
ミ
ル
弱
）
で
す

で
に
延
べ
語
数
の
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

る
。
こ
れ
が
、
・
二
二
五
パ
ー
ミ
ル
あ
た
り
で
は
増

加
の
割
合
も
落
ち
、
・
〇
六
六
パ
ー
、
ミ
ル
以
下
で
は
ほ

図1語の使用率の分布（雑誌90種）

　
多　

　
　
　
　
　
孟
匹
一

（％）

↑100

葵go

語80・
数
を70
お
　60ゼ
つ　50

割
ム40回

　30
20

P0

0．07（％の

　　　→使用率

L4’0：4　0：20誼β5
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表1．上位何語までで全体の何パーセン．トを占めるか

順位　％｝・順位　％1順位　∫順　位

2500語まで

3000　”

3500　”

5000　〃

7000　”

10000　f’

％

72．8

75．3

77．3

81，7

85．5

91．7

上位5語まで

　　　10　”

　　　25　”

　　　50　．”

　　100　〃

　　200　”

8．4

12．3

19．4

25．9

32．9

40．5

300語まで

500　π

750　”

1000　”

1500　〃

2000　〃

45．3

51．、5

56．7

60．5

66．1

70．0

の
雑
誌
を
五
つ
に
分
類
し
て
い
る

芸
文
、
二
層
一
庶
民
、
三
層
一
実
用
・
通
俗
科
学
、

四
層
一
生
活
・
婦
人
、
五
層
－
娯
楽
・
趣
味
Y
が
、
，

そ
れ
ぞ
れ
の
罫
書
で
の
分
布
も
同
じ
よ
う
な
曲
線
を

描
く
。
各
層
を
比
べ
る
と
、
第
一
層
は
第
二
、
五
層

乏
第
三
、
四
層
之
の
中
間
的
な
動
き
を
し
て
い
る

（
第
四
層
は
第
三
層
と
、
第
五
層
は
第
二
層
と
ほ
ぼ

同
じ
曲
線
）
。
す
な
わ
ち
、
各
層
語
彙
の
使
用
率
の

分
布
は
、
①
庶
民
と
娯
楽
・
趣
味
、
働
評
論
・
芸
文
、

ぼ
直
線
の
増
加
に

な
り
、
使
用
率
が

低
く
な
る
に
し
た

が
っ
て
、
百
パ
ー

セ
ン
ト
の
線
の
漸

近
線
と
な
る
。
は

じ
め
急
に
ふ
え
、

だ
ん
だ
ん
ふ
え
か

た
が
に
ぶ
り
、
漸

近
線
と
な
る
分
布

曲
線
は
、
ど
の
よ

う
な
語
彙
調
査
に

も
共
通
し
て
見
ら

れ
る
。．

雑
誌
九
十
種
の

調
査
は
調
査
対
象

（一

w
一
評
論
・

㈲
実
用
・
通
俗
科
学
と
婦
人
・
生
活
の
三
豊
に
分
か

、
れ
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
全
体
の
姿
は
ω
の
類
に
近

い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
三
類
に
分
か
れ
る
か
と
い
う

理
由
づ
け
は
、
ま
だ
十
分
に
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
語
彙
の
量
的
な
構
造
を
知
る
の
に
、
以
上
の
よ
う

な
分
布
曲
線
を
書
い
て
み
る
の
は
か
な
り
大
事
な
こ

と
で
あ
る
。
理
論
的
に
、
ど
の
よ
う
な
規
模
の
馬
ど

の
よ
う
な
対
象
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
分
布
曲
線
を

描
く
か
を
知
る
方
法
は
、
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　
な
お
、
雑
誌
九
十
種
の
調
査
で
、
そ
の
順
位
ま
で

の
見
出
し
語
が
、
延
べ
語
数
で
ど
の
く
ら
い
の
割
合

を
占
め
る
か
を
箕
出
す
る
と
、
表
1
の
よ
う
に
な

る
。
標
本
全
体
で
約
四
万
語
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の

上
位
七
千
二
百
語
の
範
囲
で
、
九
十
種
の
雑
誌
の
本

文
の
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
が
ま
か
な
わ
れ
る
わ
け

で
あ
る
。

二
　
語
種
の
構
成
（
雑
誌
九
十
種
の
場
合
）

　
現
代
語
の
語
彙
を
構
成
し
て
い
る
単
語
の
出
自
・

原
籍
を
調
べ
て
、
ど
う
い
う
組
成
を
示
す
か
を
明
ら

か
に
す
る
研
究
を
語
種
構
成
論
と
い
う
。
日
本
語
の

場
合
は
、
和
語
・
漢
語
・
外
来
語
・
混
種
語
が
そ
れ

ぞ
れ
ど
ん
な
割
合
で
語
彙
の
構
成
に
参
加
し
て
い
る

か
を
調
べ
る
こ
と
に
な
る
。
雑
誌
九
十
種
の
調
査
結

果
に
つ
い
て
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
（
表
2

1（雑誌九十種）　（％）

異なりi延べ’

36．7　　　　　；53．9

47．5　　　14L　3

9．8　　　2．曾

6．0　　　　1．9

30331　　　　411972

語種別（雑誌九十種）　表略
、
詳
細
は
報
告
2
5
を
参
照
）
、

和
語
は
、
度
数
6
5
以
上
の
高
使
用
率
語
の
な
か
で
は

全
体
の
半
ば
を
占
め
て
多
い
が
、
低
い
度
数
群
で
は

し
だ
い
に
少
な
く
な
り
、
度
数
1
6
之
9
以
下
は
他
と

比
べ
て
ほ
ぼ
一
定
の
比
率
と
な
る
。
漢
語
の
比
率

は
（
度
数
の
大
き
い
群
と
小
さ
い
群
と
で
は
や
や
少

な
い
が
、
他
の
群
で
は
過
半
数
に
達
し
て
い
る
q
外

来
語
と
混
種
語
は
、
よ
く
似
た
分
布
を
示
し
、
度
数

の
大
き
い
語
は
著
し
く
少
な
く
、
度
数
の
小
さ
い
語

に
な
る
に
従
っ
て
増
加
す
る
。
和
語
が
漢
語
よ
り
多

い
の
は
度
数
6
5
以
上
の
と
こ
ろ
で
、
度
数
6
4
～
3
3
の

群
に
な
る
と
、
漢
語
が
和
語
よ
り
多
く
な
る
。

　
延
べ
語
数
　
異
な
り
語
数
で
は
漢
語
が
和
語
よ
り

多
か
っ
た
の
に
、
延
べ
語
数
で
は
和
語
が
漢
語
よ
り

多
い
。
外
来
語
と
混
種
語
の
割
合
は
、
異
な
り
語
数

の
場
合
よ
り
も
減
じ
て
い
る
。
度
数
9
4
と
9
5
を
境
に

語
語
語
語

　
　
来
種

和
漢
外
事

計（語数）

参
照
）

　
異
な
り
語
数
漢

．
語
が
最
も
多
く
ハ
、
和

語
が
こ
れ
に
次
ぎ
、

外
来
語
、
混
種
語
は

か
な
り
少
な
い
。

　
こ
れ
を
語
の
使
用

度
数
で
分
け
て
数
え

て
み
る
と
（
表
は
省

　
次
の
よ
う
に
な
る
り
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“

障

し
て
、
和
語
が
漢
語
よ
り
少
な
く
な
る
。

　
雑
誌
の
種
類
と
語
種
　
　
（
表
4
参
照
）
実
用
・
通

俗
科
学
の
雑
誌
（
三
層
）
で
は
、
異
な
り
語
数
で
も
延

べ
語
数
で
も
漢
語
の
方
が
和
語
よ
り
多
い
。
漢
語
が

よ
く
使
わ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
こ
の
種
の
分
野

の
用
語
の
中
に
、
専
門
語
や
テ
ク
ニ
カ
ル
・
タ
ー
ム

が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
文
献
で

は
比
較
的
か
た
い
感
じ
の
文
体
と
用
語
が
使
わ
れ
る

た
め
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
生
活
・
婦
人
の
雑
誌
（
四

層
）
で
は
、
異
な
り
語
数
で
も
延
べ
語
数
で
も
和
語

の
方
が
多
い
。
実
用
・
通
俗
科
学
の
雑
誌
と
生
活
・

婦
人
の
雑
誌
と
は
、
語
種
か
ら
み
れ
ば
異
な
っ
た
語

，
彙
構
造
を
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
外
来
語
は
生
活

　
・
婦
人
の
雑
誌
に
最
も
多
い
。
服
飾
・
料
理
・
美
容

な
ど
の
用
語
に
外
来
語
が
多
い
た
め
だ
ろ
う
。

表3　品詞別（雑誌九十種）（％）

陳なり延べ
61．8

23．6

12．8

1．8

78．4

11．4

9．4

0．7

類
類
類
類

　
　
司
「
可

司
司
言
言

妻
ロ
。
凹
一
二
動

名
二
形
感

41197230331計（語数）

三
　
品
詞
の
構
成

（
雑
誌
九
十
種
の
場

合
）　

こ
れ
も
、
雑
誌
九

十
種
の
調
査
結
果
を

表
3
に
示
す
。
品
詞

の
分
類
は
、
後
述
の

『
分
類
語
彙
表
』
（
8
9

ペ
ー
ジ
参
照
）
の
大

分
類
に
合
わ
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
名
詞
類
は
名
詞
・

数
詞
・
代
名
詞
を
、
動
詞
類
は
動
詞
・
動
詞
的
な
造

語
成
分
を
、
形
容
詞
類
は
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
程

度
の
副
詞
・
連
体
詞
を
、
感
動
詞
類
は
接
続
詞
・
感

動
詞
・
陳
述
の
副
詞
・
待
遇
表
現
に
関
す
る
造
語
成

分
（
「
お
・
御
・
や
が
る
」
な
ど
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ

含
む
。

　
異
な
り
語
数
　
名
詞
類
が
最
も
多
く
、
動
詞
類
、

形
容
詞
類
、
感
動
詞
類
の
順
で
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
語
の
使
用
度
数
分
布
か
ら
み
る
と
、
名
詞
類
は

ど
の
群
で
も
常
に
多
い
。
動
詞
類
、
形
容
詞
類
、
感

動
詞
類
は
使
用
度
数
の
高
い
所
に
多
く
、
小
さ
く
な

る
に
つ
れ
て
少
な
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
お
よ

そ
語
の
種
類
は
少
な
い
が
、
一
語
一
語
は
よ
く
使
わ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　
延
べ
語
数
　
異
な
り
語
数
に
く
ら
べ
、
名
詞
の
類

の
割
合
が
少
な
く
な
り
、
他
の
類
が
ふ
え
て
い
る
。

こ
と
に
動
詞
類
は
、
語
の
使
用
度
数
分
布
か
ら
み
る

と
、
度
数
の
高
い
と
こ
ろ
で
割
合
が
多
く
な
っ
て
い

る
の
が
目
立
つ
。
「
す
る
」
「
な
る
」
「
い
る
」
な
ど

の
基
本
的
な
和
語
動
詞
が
使
用
率
の
高
い
語
彙
の
中

に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
雑
誌
の
種
類
と
品
詞
　
表
4
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ

う
に
、
名
詞
は
い
ず
れ
の
層
で
も
多
い
が
、
特
に
第

三
層
の
実
用
・
通
俗
科
学
の
雑
誌
で
は
多
く
な
っ
て

お
り
、
そ
の
分
だ
け
、

な
っ
て
い
る
。

そ
の
層
の
動
詞
類
が
少
な
く

四
　
雑
誌
と
新
聞
と
に
お
け
る
語
彙
構
成
の
比
較

　
電
子
計
算
機
に
よ
る
新
聞
の
語
彙
調
査
（
以
下

「
新
聞
」
と
い
う
）
は
、
雑
誌
九
十
種
の
語
彙
調
査

（
以
下
「
雑
誌
」
と
い
う
）
と
異
な
り
、
同
形
異
語

・
異
形
同
語
の
判
別
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
両
者

を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
と
え

　
　
　
　
　
　
　
ニ
う
あ
　
　
　
　
　
　
く
　
ふ
う

ぽ
、
新
聞
で
は
、
「
工
夫
」
と
「
工
夫
」
、
動
詞
の

「
か
き
」
と
植
物
の
「
か
き
」
は
、
異
語
で
あ
り
な

感

ω
・
9
・
7
っ
U

感

B
揺
B
”
％

表4　雑誌の種類と語種・品詞　異なり語数（％）

層蕪漢語語来羅種騨動形
　39．9
　35．9
　28．8
四　44．7

五　41，3

51．8　 5．0　 3．3　71．6　15．7

54．3　　　5．7　　　4．0　　75．3　　13．4

60．3　　　7．0　　　3．9　　79．0　　10．9

39．1　　　9．9　　　6．2　　73．8　　14．4

45，7　　8。3　　4．7　　73．1　　14．1

11．8

10．5

9．3

10．8

11．7

延べ語数（％）

層蕪漢語磐響嬰動形
＝器：1

≡’36．7

四　56．3

五　60．7

40．0　　　1．5　　　1．6　　56．0　　27．1

41．2　　　1．9　　　1．8「59．8　　25．3

59．3　 2．1　　1．8　69．9　18．2

35．5　　　5．7　　　2．5　　65．0　　22．3

34．7　　　2．7　　　1．9　　57．4　　30．O

15．1

13．1

10．4

11．1

14．0

8
7
，



／

表5　語種別（新聞）（％）

懐なり　延べ

駈口口

韮口口

量五

口口

証口口

38．8～35．2i43．9～26．6

44．4～46．9i50．7～65．3

12．0～12．7i　4．0～　6．0

　4．8～　5．1i　1♂4～　2．1

　
　
来
種

和
漢
外
藩

計（語数） 38395　　　　　i565460
　　　～3568α　　～366523

し
、
活
用
語
を
代
表
形
に
ま
と
め
る
の
は
、

処
理
さ
れ
て
い
る
）
。
こ
の
よ
う
に
同
形
異
語
の
判

別
を
し
て
い
な
い
た
め
、
語
種
・
晶
詞
の
情
報
つ
け

で
は
、
　
一
つ
の
語
に
二
つ
以
上
の
情
報
を
つ
け
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
（
前
例
「
か
き
」
は
、
動
詞
と

名
詞
）
。
こ
の
理
由
に
よ
り
、
表
5
、
表
6
に
示
す

よ
う
に
あ
る
域
値
を
設
け
て
語
彙
量
を
示
し
た
〇
二

つ
以
上
の
情
報
を
も
っ
た
語
す
べ
て
が
、
実
は
そ
の

情
報
で
あ
っ
た
場
合
（
最
大
値
）
と
、
二
つ
以
上
の

情
報
を
も
っ
た
語
す
べ
て
が
、
実
は
そ
の
情
報
で
は

な
か
っ
た
場
合
（
最
小
値
）
の
二
つ
の
値
で
示
し
た

わ
け
で
あ
る
。
血
肉
の
数
値
は
新
聞
語
彙
調
査
の
値

を
雑
誌
九
十
種
の
分
類
に
整
理
し
直
し
た
。
異
な
る

点
に
つ
い
て
は
以
下
順
に
述
べ
る
。

「
語
種
表
5
は
数
字
（
漢
数
字
・
算
用
数
字
と

も
）
・
記
号
・
固
有
名
詞
・
助
詞
・
助
動
詞
は
除
い

が
ら
同
形
の
た
め
、

同
じ
見
出
し
語
に
属

し
て
い
る
。
ま
た
、

「
語
彙
」
と
「
語
い
」

「
違
う
」
と
「
違
っ
」

は
同
語
で
あ
り
な
が

ら
異
形
の
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
別
の
見
．
出
し

形
を
と
る
。
（
た
だ

　
　
　
　
機
械
で

て
い
」
る
。

　
人
名
・
地
名
は
、
雑
誌
・
新
聞
と
も
全
体
異
な
り

語
数
の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
が
、
延
べ
語
数
で
は

新
聞
の
方
が
か
な
り
多
い
（
雑
誌
四
・
九
％
、
新
聞

二
二
・
七
～
一
五
・
三
％
）
。
こ
れ
は
雑
誌
で
は
人
名
・

地
名
が
度
数
の
低
い
所
に
多
く
、
新
聞
で
は
度
数
の

高
い
所
に
も
多
い
た
め
で
あ
る
（
人
名
・
地
名
の
｝
、

二
位
は
、
雑
誌
で
は
「
日
本
」
H
．
㊤
。
Q
ω
訳
、
「
東
京
」

O
・
㊤
。
。
O
試
、
新
聞
で
は
「
東
京
」
H
・
㊤
。
。
声
誉
「
日
本
」

一
気
O
卜
。
駅
…
…
異
形
同
語
判
別
済
み
）

　
数
字
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
で
は
算
用
数
字
と
漢
数

字
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
新
聞
で
は
別
に
し
て
い

る
。
新
聞
で
も
ま
と
め
て
、
雑
誌
の
場
合
と
同
じ
方

法
で
再
計
算
し
て
み
る
と
、
（
雑
誌
で
は
『
ω
』
①
O
駅

新
聞
で
は
曽
日
．
刈
㊤
c
。
駅
…
…
使
用
率
は
記
号
を
除
い

て
計
算
）
、
新
聞
の
方
が
か
な
り
多
い
。

　
新
聞
に
人
名
・
地
名
・
数
字
が
多
い
の
は
、
新
聞

が
事
実
・
記
録
の
報
道
で
あ
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
ろ
う
。

　
表
2
と
表
5
を
比
べ
て
み
る
。
異
な
り
語
数
で
、

漢
語
、
和
語
、
外
来
語
、
混
種
盃
囎
の
順
で
多
い
の
は

同
じ
だ
が
、
延
べ
語
数
で
は
、
雑
誌
が
漢
語
よ
り
和

語
の
方
が
多
い
の
に
対
し
、
新
聞
で
は
漢
語
の
方
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
外
来
語
は
、
雑
誌
よ
り
新
聞
の

方
が
少
し
多
い
。

4

品詞別（新聞）（％）

異なりi延べ
75．6～79．481．2～89．9

17．5～13。7i11．0～　6．5

脳～航6ia2～2・9
0閣5～　0．3i　4●5r’　0●8

表6

名詞類
動詞類
形容詞類
感動詞類

計（語数）
40774　1　　i835009

　　　～35814i　～547315

び
派
生
形
（
「
静
け
さ
」
な
ど
）
、

（「

?
ｵ
さ
」
な
ど
）
、
副
詞
、

接
辞
（
「
～
ぽ
い
」
「
～
が
た
い
」

お
よ
び
接
辞
の
「
的
」
「
性
」
。
感
動
詞
類
－
接
続

詞
、
感
動
詞
お
よ
び
接
辞
「
お
・
ご
・
お
ん
・
み
」
。

名
詞
類
－
普
通
の
名
詞
、
代
名
詞
、
数
字
を
含
む
。

助
詞
・
助
動
詞
・
記
号
・
財
有
名
詞
は
集
計
か
ら
除

く
。

　
品
詞
表
6
に
お

け
る
新
聞
の
品
詞
は

次
の
よ
う
に
集
計
し

な
お
し
て
作
っ
た
。

動
詞
類
一
動
詞
、
動

詞
性
接
辞
（
「
～
だ

す
」
「
～
は
じ
め
る
」

な
ど
）
。
形
容
詞
類

…
形
容
動
詞
語
幹
及

　
形
容
詞
派
生
形

連
体
詞
、
形
容
詞
性

　
な
ど
）
、
形
容
詞

　
雑
誌
も
新
聞
、
も
、
名
詞
類
が
最
も
多
く
、
動
詞
類
．

形
容
詞
頚
、
感
動
詞
類
の
順
に
多
い
。
雑
誌
で
は
延

べ
に
な
る
と
名
詞
類
が
い
く
ら
か
少
な
く
な
り
、
そ

の
分
、
他
の
類
が
多
く
な
る
が
、
新
聞
で
は
、
ま
す

ま
す
名
詞
が
多
く
な
る
。
こ
れ
は
、
数
字
の
延
べ
語

数
が
多
く
、
こ
れ
を
名
詞
に
含
め
た
た
め
で
あ
る
。

新
聞
で
ば
、
広
告
欄
や
株
式
欄
な
ど
で
、
’
小
さ
な
活

字
で
多
く
の
語
が
入
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
ほ
と

8
8
．

「
　
’

「
勺



（

あ
P
‘
．

飾
㍗

，武．

ん
ど
数
字
や
あ
る
特
定
の
名
詞
（
コ
歴
・
給
・
優
遇

・
株
」
）
で
あ
る
。
表
6
の
延
べ
語
数
で
み
る
と
、

新．

ｷ
全
体
で
は
名
詞
が
多
い
。
新
聞
が
情
報
量
の
多

い
要
約
的
な
毒
現
を
と
る
の
に
対
し
、
雑
誌
全
体
で

は
、
描
写
的
な
表
現
を
と
る
文
章
が
多
い
た
め
に
動

その他

「分類語彙表」の分類系列

用の類 13．相の1・相噸

3．1抽象的関係

3．3精神および行為

1
・
1

3．5自然現象

表7

1．体の類 2

1．1抽象的関係

1．2人間活動の主体

13辮贈一瀞およ
1．4生産物および用具物品

1．5自然物および自然現象

2

2

2

2．1抽象的関係

2．3精神および行為

2．5自然現象

詞
類
や
形
容
詞
類
が

多
く
な
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
新
聞
と

雑
誌
の
性
格
の
違
い

を
示
す
も
の
か
。

五
　
意
味
に
よ
る
語

彙
の
分
類

　
く
発
表
物
V
国
研

資
料
集
6
『
分
類
語

彙
表
』
（
昭
和
3
9
年
、

秀
英
出
版
刊
）

　
語
彙
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
系
列
化
さ

れ
、
そ
れ
に
従
っ
て

種
々
の
語
彙
分
類
が

施
さ
れ
る
が
、
そ
の

一
つ
と
し
て
、
語
の

意
味
に
よ
る
分
類
が

考
え
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
日
本
語
の
語
彙
を
構
成
す
る
一
つ
一
つ
の
語

が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
か

を
一
覧
で
き
る
よ
う
に
、
単
語
が
表
し
う
る
意
味
の

世
界
を
分
類
し
て
、
そ
の
分
類
の
各
項
に
そ
れ
ぞ
れ

の
単
語
を
配
当
す
る
方
法
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
語
の
意
味
に
よ
る
分
類
の
先
例
と
し

て
は
、
東
洋
に
お
い
て
古
く
爾
雅
が
あ
り
そ
の
流
れ

を
汲
ん
で
日
本
で
も
和
名
類
聚
紗
や
節
用
集
な
ど
の

分
類
体
の
古
辞
書
が
あ
る
。
ま
た
、
西
洋
の
も
の
で

は
、
ロ
ジ
ェ
ー
の
「
シ
ソ
ー
ラ
ス
」
に
み
ら
れ
る
語

彙
分
類
は
合
理
的
な
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
日
本
で
も
、
戦
前
に
垣
内
松
三
氏
の
『
基
本
．

語
彙
学
』
（
昭
和
1
3
年
、
文
学
社
刊
）
や
、
、
土
居
光

知
氏
の
『
基
礎
日
本
語
』
（
昭
和
1
8
年
、
六
月
館
刊
）

な
ど
の
業
績
が
あ
る
が
、
国
立
国
語
研
究
所
の
『
分

類
語
彙
表
』
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
語
の
意
味
に
基

づ
く
語
彙
の
体
系
的
な
系
列
化
ど
、
そ
れ
に
基
づ
く

分
類
と
し
て
、
一
つ
の
水
準
を
示
し
た
も
の
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
分
類
語
彙
表
に
は
、
約
三
万
二
千
六
百
語
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
雑
誌
九
十
種

の
語
彙
調
査
に
お
け
る
高
使
用
率
の
語
の
う
ち
、
人

名
》
会
社
名
、
球
団
名
等
の
個
別
の
名
、
お
よ
び
記

号
の
類
を
除
く
約
七
千
語
を
中
心
と
し
、
そ
れ
に
続

く
使
用
率
を
も
つ
約
五
千
語
を
補
い
、
さ
ら
に
阪
本

一
郎
氏
の
『
教
育
基
本
語
彙
』
（
昭
和
器
年
、
牧
書

店
刊
）
に
選
ば
れ
た
二
万
二
千
五
百
語
の
う
ち
、
右

と
重
複
し
な
い
も
の
を
加
え
た
も
の
で
、
そ
の
意
味

で
、
現
代
日
本
語
に
お
け
る
基
本
・
的
な
語
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
の
語
を
、
表
7
に
示
す
四
類
十
一
項
に
系

列
化
し
、
さ
ら
に
下
位
分
類
を
施
し
た
も
の
で
、
全

分
類
項
目
は
七
九
八
項
目
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。

　
語
彙
を
、
意
味
系
列
に
従
っ
て
分
類
し
て
い
く
と

そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
項
目
に
は
意
味
の
近
い
語
、
す
な

わ
ち
、
類
義
語
・
同
義
語
・
対
義
語
な
ど
が
集
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
い
ま
『
分

類
語
彙
表
』
の
「
一
●
竃
9
天
気
」
と
「
G
。
●
ω
ω
O
風
俗
」

の
項
目
で
そ
の
様
相
を
示
す
と
、
表
8
の
よ
う
に
な

る
。
、

　
こ
の
よ
う
な
分
類
語
彙
表
の
果
た
す
役
割
と
し
て

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
⊃

　
①
表
現
辞
典
、
詞
藻
辞
典
と
し
て
の
役
割

　
②
方
言
の
分
布
・
命
名
の
変
遷
を
知
る
手
が
か
り

　
　
と
し
て
の
役
割

　
③
あ
る
個
人
ま
た
は
あ
る
社
会
の
言
語
体
系
も
し

　
　
く
は
言
語
作
品
に
つ
い
て
、
表
現
上
の
特
色
を

　
　
見
る
物
指
し
と
し
て
の
役
割

　
④
基
本
語
彙
選
定
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て

　
　
の
役
割

89
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表8．丁分類語彙表」の一例

1．．体め類

1．5　自然物および自然現象

1．51　自然・物体・物質

1．515タ豫

1．5154天気
　　天候　天気　晴雨　空模様　日和．秋日和

　　　好天悪天悪天候
　　風雲　風波　波風　雨風（あめかぜ）風雨

　　　風雪　雨露
　　晴れ　晴天　日本晴れ　快晴　五月晴れ

　　　秋晴れ
　　晴れ間　雲間　雨上がり

　．炎天　日照り　照り　旱越　渇水

　　曇り　曇天　朝曇り　薄曇り　花曇り　高

　　　曇b
　　雨降．り　雨天　雨模様　雨気

　　雪降り　雪もよい　雪模様　雪空

　　荒れ　荒れ模様　荒天　暴風雨　風雨　風

　　　雪　しけ幽荒らし（嵐）
　　砲煙弾雨　風浪　浪風（なみかぜ）

　　凪　朝なぎ　夕なぎ

　　朝焼け　夕焼け　虹

3．　相の類

3．3精神および行為

．3．330　風俗

　　歴史的　古風　昔風　クラジッタ　今様

　　　　モダン　バロック　ゴシック　アプレ

　　　　（ゲール）　グロテスク　デカダン

　　洋風　唐風　和風　和様

　　名（めい）名高い　高名　有名　無名　著

　　　　名　知名　ポピュラー　名題

　　やんごとない　しがない　ぺいぺい　れっ

　　　　きとした　微賎　卑賎　下賎　男尊女

　　　　卑　女尊男卑

　　貴い　いやしい

　　上品　下品　下劣　下卑た　下司　高尚

　　　　高貴雅高雅俗俗悪通俗低
　　、俗　卑俗　野卑　浅薄　愚劣　くだら

　　　　ない　やくざ安っぽい　けちくさい
　　　　つまらない
　　卑狼　淫狼　狼雑　狼褻　尾籠　淫靡

　　壮大　雄渾　雄大　壮麗　豪勢　豪華　デ

　　　　ラックス　輝かしい　花々しい　幽玄

　　　　粘淡　優雅　古雅　典雅　エレガント

　　　　優美　華美　華麗　華奢　花やか　は

　　　　でやか　あでやか　みやびやか　みや

　　　　びた　典麗
　　秀麗　端麗　端正　流麗　瀟洒　楚々　清

　　　　楚艶麗小ざつばりみすぼらしい
　　　　はで　じみ　風流　不風流　粋（いき）

　　　　小粋　だて　やぼ無骨生硬．ハイ
　　　　カラ　バンカラ　スマート　シック

　　　　垢ぬけ　おつ　ドレッシー　（以下略）

　
こ
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
が
最
も
重
要
視
す
る
の
は

④
の
役
割
で
あ
る
。
一
国
語
の
基
本
語
彙
は
、
生
活

上
の
ま
た
は
意
味
上
の
各
分
野
か
ら
、
最
も
適
切
な

語
を
選
ぶ
と
と
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
表
現
さ
れ
る
べ
き
世
界
、

意
味
の
全
分
野
が
、
偏
り
な
く
余
す
と
こ
ろ
な
く
見

渡
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
分
類
一
覧
表

が
あ
れ
ば
、
そ
の
各
項
に
収
め
る
語
句
の
重
み
が
、

そ
の
必
要
性
や
、
は
た
ら
ぎ
や
、
語
感
な
ど
、
ま
た

実
際
の
使
用
率
や
使
用
範
囲
な
ど
の
観
点
か
ら
、
互

い
に
比
較
．
商
量
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て

適
切
な
語
の
選
択
が
可
能
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
す

六
　
語
構
成
に
関
す
る
分
析

．
婦
人
雑
誌
、
総
合
雑
誌
、
雑
誌
九
十
種
の
各
調
査

報
告
書
に
は
、
、
語
構
成
に
関
す
る
分
析
が
、
そ
れ
ぞ

れ
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
各
調
査
の
単
位
と

な
っ
た
見
出
し
語
が
、
他
の
ど
う
い
う
単
位
と
ど
う

い
う
順
序
で
結
合
（
い
わ
ゆ
る
腹
合
・
派
生
な
ど
）

な
わ
ち
、
基
本
語
彙
選
定
の
た
め
に
は
、
1
に
述
べ

た
よ
．
う
な
語
彙
調
査
に
よ
る
統
計
的
な
方
法
も
必
要

で
あ
る
が
、
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
語
幽
意
味
に
よ

る
体
系
的
分
類
の
方
法
を
併
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠

の
条
件
に
な
る
で
あ
ろ
う
．

し
て
用
い
ら
れ
る
か
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
分
析
結
果
は
、
語
彙
調
査
に
お
け
る
調
査
単

層
⑳
規
準
を
検
討
す
る
さ
い
の
基
礎
資
料
と
な
る
だ
’

け
で
な
く
、
現
代
日
本
語
の
語
構
成
の
実
態
を
量
的

に
把
握
す
る
上
の
乎
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
．
る
．
．

た
と
え
ば
、
①
実
際
に
使
わ
れ
た
す
べ
て
の
語
の
う

ち
、
約
三
分
の
一
あ
ま
り
の
語
は
、
他
と
た
が
い
に

結
合
し
あ
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
、
．
②
他
の
語
と
結

合
す
る
も
の
㊨
大
半
は
名
詞
で
あ
る
こ
と
通
③
和
語

と
漢
語
と
で
は
漢
語
の
結
合
力
の
ほ
う
が
、
は
る
か

に
優
勢
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
．

知
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
（
中
野
洋
・
斎
賀
秀
夫
）
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周．

．
、
、

、（

ﾌ
．
’

酋

国
立
国
語
研
究
所
の
歩
み
・
5
〈
現
代
語
の
語
彙
〉

皿

現
代
語
の
意
味

●

用
法
の
研
究

．
、

　
国
立
国
語
研
究
所
で
は
、
1
・
H
に
述
べ
た
語
彙

調
査
に
関
す
る
研
究
と
は
別
の
路
線
で
、
現
代
語
の

語
彙
に
関
す
る
研
究
を
い
く
つ
か
行
っ
て
き
た
。
語
－

彙
研
究
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
は
意
味
に
あ
る
と
い
っ

て
も
よ
い
だ
ろ
う
が
、
語
の
意
味
・
用
法
の
研
究
を

直
接
の
対
象
と
し
た
も
の
の
中
か
ら
、
そ
の
二
、
三

を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

一
　
類
義
語
の
研
究

　
〈
発
表
物
〉
国
研
報
告
2
8
『
類
義
語
の
研
究
』
（
昭

　
　
和
4
0
年
刊
）

　
国
語
に
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
を
表
す
の
に
和
語

・
漢
語
・
外
来
語
と
幾
通
り
も
の
言
い
方
の
あ
る
語

が
多
く
、
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
味
の
語
を
社
会

の
あ
る
分
野
で
は
厳
密
に
使
い
分
け
て
い
る
場
合
も

あ
る
。
さ
ら
に
近
ご
ろ
は
マ
ス
コ
ミ
の
面
で
新
語
・

外
来
語
が
は
ん
ら
ん
し
、
こ
れ
に
伴
い
類
義
語
も
増

加
し
て
種
々
の
混
乱
を
招
く
傾
向
も
み
ら
れ
る
。
こ

の
調
査
は
、
週
刊
誌
に
現
れ
る
類
義
語
な
ど
も
参
考

資
料
と
し
て
、
類
義
語
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
考

え
ら
れ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
類
義
語
が
共
存

し
て
い
る
か
を
、
意
味
・
用
法
・
使
用
者
の
面
か
ら

具
体
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
代
日
本
語
を

対
象
と
し
た
類
義
語
の
研
究
と
し
て
は
最
初
の
試
み

で
あ
っ
た
が
、
わ
り
あ
い
短
期
間
の
中
で
、
し
か
も

類
義
語
に
伴
う
問
題
点
を
さ
ぐ
る
と
い
う
性
格
の
計

画
で
あ
っ
た
の
で
、
類
義
目
『
プ
ロ
パ
ー
の
研
究
と
し

て
は
基
礎
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
報
告
書
の
内
容
は
、
ま
ず
、
現
代
日
本
語
に
お
け

る
類
義
語
の
種
々
相
に
つ
い
て
一
往
の
概
観
を
し
た

上
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
・
質
問
紙
調
査
を
重
ね
た
竜
の

の
記
述
が
、
お
も
な
部
分
に
な
っ
て
い
る
。
（
当
時

は
、
語
彙
調
査
の
結
果
と
し
て
で
き
た
、
語
の
文
脈

つ
き
カ
ー
ド
も
ま
だ
自
由
に
他
に
活
用
で
き
る
段
階

で
は
な
く
、
他
に
も
ま
だ
現
代
語
の
用
例
カ
ー
ド
が

な
か
っ
た
こ
と
も
、
調
査
が
こ
う
い
う
方
向
に
洵
か

う
原
因
で
あ
っ
た
。
）

　
類
義
語
の
う
ち
で
、
実
質
的
な
意
味
に
は
に
ど
ん

ど
差
の
な
さ
そ
う
な
同
義
語
的
な
も
の
と
、
実
質
的

な
意
味
に
明
ら
か
に
く
い
ち
が
い
・
ず
れ
の
あ
る
も

の
と
に
一
往
分
担
を
わ
け
た
。
前
者
に
お
い
て
は
、

ふ
つ
う
意
味
と
呼
ば
れ
る
も
の
か
ら
み
る
と
周
辺
的

な
い
わ
ゆ
る
「
語
感
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
も
の
に

お
の
ず
と
目
を
向
け
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
語
感

的
な
差
異
を
検
討
す
る
た
め
の
類
義
語
の
セ
ッ
ト
を
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選
び
出
し
、
そ
の
一
部
分
に
つ
い
て
国
研
職
員
に
ア

ン
ケ
ー
ト
し
て
問
題
点
を
拾
い
出
し
、
そ
れ
を
も
と

に
「
直
す
／
修
理
す
る
」
「
女
性
／
婦
人
」
な
ど
に

つ
い
て
数
問
ず
つ
を
設
．
け
た
質
問
紙
調
査
を
大
学

生
・
社
会
人
に
実
施
し
た
。

　
結
果
の
一
．
例
を
あ
げ
て
み
る
と
、
h
女
性
向
け
の

雑
誌
し
は
「
矧
向
け
の
雑
誌
」
よ
り
、
よ
り
若
い

年
齢
層
を
対
象
に
し
て
い
る
感
じ
だ
と
い
う
点
で
九

九
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
々
が
一
致
し
、
予
想
を
上
回
る

一
方
的
な
結
果
で
あ
っ
た
。
他
の
問
も
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
八
割
程
度
以
上
の
一
致
し
た
傾
向
が
出
て
、
類

義
語
間
の
語
感
的
な
差
異
も
必
ず
し
も
個
人
的
・
主

観
的
怨
も
の
で
は
な
く
、
か
な
り
人
々
の
間
で
一
致

す
る
も
の
も
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
次
に
、
類
義
語
を
並
記
し
て
「
ど
ち
ら
が
お
好
き

で
す
か
」
と
い
う
質
問
を
大
学
生
・
社
会
人
に
行
っ

た
が
、
「
礼
儀
作
法
」
よ
り
「
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
が
、

「
玩
具
売
り
場
」
よ
り
「
お
も
ち
ゃ
売
り
場
」
が
好

．
ま
れ
た
、
．
な
ど
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
単

に
語
を
提
示
し
て
好
み
を
聞
く
の
で
な
く
、
あ
る
実

生
活
上
の
立
場
に
立
っ
た
と
想
定
し
、
そ
こ
で
類
義

語
の
い
ず
れ
を
と
る
か
と
い
．
う
問
を
大
学
生
に
行
っ

た
。
た
と
え
ば
、
デ
パ
ー
ト
内
で
の
表
示
を
出
す
立

場
に
お
い
て
、
や
は
り
「
玩
具
売
り
場
」
で
な
く

「
お
も
ち
ゃ
売
り
場
」
を
選
ぶ
人
は
九
割
を
占
め
た
。

どちらの語を使用するか図1

α
①
活
動
写
真

鋤
シ
ャ
ッ
ポ

紛
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

⑦
百
貨
店

口
大
学
生

冒
老
人

映
　
　
画

工
　
　
子

野
　
　
球

デ
バ
音
｝

せ
っ
け
ん

ε⑳

メ
E
い
物

㈲
台
　
所

㈹
せ
っ
ぷ
ん
す
る

αの

ｬ
　
　
度
．

一
切
シ
ャ
ボ
ン

㈲
乗
合
（
自
動
車
）

パ
　
　
ス

㈲
身
　
代

鋤
麦
　
　
家

（
そ

②
婚
　
　
礼

D
ピ
ン
ポ
ン

｛

｛

財
　
　
産

未
亡
人

㈹
均
　
衡

⑯
速

さ

αの

@
　
　
会

㈹
お
く
り
も
の

結
婚
試
　
　
　
㈱
つ
り
あ
い

卓
　
　
・
球
　
　
　
ω
い
い
な
ず
け

蔀
　
5
。
　
。
　
5
。
　
鴇

こ
の
調
査
で
は
、
そ
の
選
択
の
要
因
を
も
追
及
し
た

が
、
「
お
も
ち
剣
売
り
場
」
を
選
ん
だ
要
因
と
し
て

は
、
「
こ
ど
も
の
物
ら
し
い
、
か
わ
い
ら
し
さ
が
出

る
」
「
親
し
み
の
あ
る
、
い
い
こ
．
と
ば
だ
」
が
多
か

っ
た
。

　
も
う
一
つ
、
三
十
組
の
類
義
語
に
つ
い
て
、
．
そ
の

ど
ち
ら
を
自
分
が
普
通
に
話
す
時
に
使
っ
て
い
る
と

［
ほ
大
．
学
生

圏
老
　
人

る

，

魑
ン

フ ’母 プ チ ス　　パ ス キ』 キ ヨ

100％

50％

　0

50％

シ
ョ
ヅ
．
ピ
ン
グ

ッ
チ
ン

キ
ス
す
る

ビ
ー
ド

ラ
シ
ス

ピ
翼
．
壁

チ
ャ
ン
ス

プ
レ
ゼ
ン
｝

ラ
ン
ス

フ
ィ
ア
ン
セ

吻10

意
識
し
て
い
る
か
を
、
老
人
グ
ル
ー
プ
と
大
学
生
グ

ル
ー
プ
で
調
べ
た
。
「
卓
球
・
結
婚
式
・
未
亡
人
」

な
ど
の
現
代
的
な
語
に
押
さ
れ
気
味
な
「
ピ
ン
ポ
ン

・
婚
礼
・
後
家
」
な
ど
の
旧
式
に
な
っ
た
同
義
語

は
、
大
学
生
よ
り
老
人
た
ち
に
よ
り
多
く
残
っ
て
い
．

た
。
し
か
し
、
上
の
阿
類
と
予
想
し
た
「
シ
ャ
ッ
ポ

・
活
動
写
真
」
な
ど
は
老
人
に
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
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ヴ

馬

’
「
，

（

大
学
生
と
同
じ
く
は
と
ん
ど
全
員
が
「
帽
子
彫
映

画
」
に
な
っ
て
い
た
ρ
ま
た
「
つ
り
あ
い
・
お
く
り

も
の
・
機
会
」
と
比
べ
て
「
．
バ
ラ
ン
ス
・
「
プ
レ
ゼ
ン

ト
・
チ
ャ
ン
ス
」
な
ど
現
代
的
な
外
来
語
は
老
人
よ

り
大
学
生
が
多
く
使
っ
て
い
る
（
と
意
識
さ
れ
て
い

る
）
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
（
図
1
を
参
照
）

　
以
上
は
同
義
的
な
類
義
語
に
つ
い
て
の
調
査
で
あ

っ
た
が
、
意
味
に
明
ら
か
な
ず
れ
の
あ
る
類
義
語
に

つ
い
て
も
、
や
は
り
ア
ン
ケ
ー
ト
。
質
問
紙
調
査
が

実
施
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
地
震
の
震
度
の
う
ち
、

「
弱
震
」
よ
り
「
軽
震
」
の
ほ
う
が
は
げ
し
い
と
答

え
た
人
は
半
ば
を
こ
え
、
「
弱
震
」
の
ほ
う
が
は
げ

し
い
と
い
う
、
定
義
に
合
致
し
た
答
え
は
四
分
の
一

に
も
及
ば
ぬ
と
い
う
意
外
な
結
果
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
調
査
の
ほ
か
に
、
「
夫
／
主
人
」

「
裏
日
本
／
日
本
海
側
」
な
ど
マ
ス
コ
、
ミ
そ
の
他
で

問
題
に
な
る
類
義
関
係
、
外
来
語
の
さ
か
ん
な
流
入

に
よ
っ
て
生
じ
る
類
義
現
象
、
「
移
動
／
異
動
」
「
平

行
／
並
行
」
の
よ
う
な
同
音
類
義
語
に
つ
い
て
の
問

題
点
の
指
摘
や
調
査
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
類
義
語
の
語
感
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
、

現
在
そ
の
追
跡
的
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
語
の

中
核
的
な
意
味
は
短
い
年
月
の
間
に
は
ま
ず
変
化
し

な
い
で
あ
ろ
う
が
、
語
感
な
ど
の
側
面
に
は
十
年
ぐ

ら
い
の
う
ち
に
も
変
化
が
あ
る
か
と
予
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
昭
和
3
7
年
に
実
施
し
た
調
査
σ
う
ち
の
一

部
分
と
同
一
の
設
問
に
新
た
な
設
問
を
加
え
、
青
年

層
・
中
年
層
・
老
人
層
を
調
査
対
象
と
し
、
東
京
と

大
阪
で
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
分
析

中
で
あ
る
。

一一

ｮ
詞
・
形
容
詞
の
意
味
　
用
法
の
研
究

　
〈
発
表
物
〉

　
①
報
告
4
3
『
動
詞
の
意
味
・
用
法
の
記
述
的
研
究
』

　
　
（
昭
4
7
年
刊
）

　
②
報
告
4
4
『
形
容
詞
の
意
味
・
用
法
の
記
述
的
研

　
　
究
』
（
昭
4
7
年
刊
）

　
③
資
料
集
7
『
動
詞
・
形
容
詞
問
題
語
用
例
集
』

　
　
（
昭
4
6
年
刊
）

　
こ
の
研
究
は
、
「
現
代
語
の
動
詞
・
形
容
詞
の
意

味
．
・
用
法
を
、
言
語
作
品
の
な
か
で
実
際
に
使
わ
れ

た
用
例
に
よ
っ
て
記
述
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
現
代
語
の
単
語
の
意
味
の
記
述
は
、

国
語
辞
典
の
語
釈
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
き
て

い
な
い
が
、
辞
典
は
実
用
性
を
要
求
さ
れ
る
上
か
ら

も
、
意
味
記
述
と
し
て
み
れ
ぽ
本
質
的
な
制
約
を
負

わ
さ
れ
て
い
る
。
記
述
の
対
象
と
し
て
、
ま
ず
動
詞

・
形
容
詞
（
形
容
動
詞
を
含
む
）
を
選
ん
だ
の
は
、

名
詞
に
比
べ
て
専
門
語
的
な
要
素
が
少
な
く
、
言
語

学
的
処
理
の
対
象
と
し
て
適
当
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ

た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
の
第
一
の
特
色
は
、

動
詞
・
形
容
詞
を
合
わ
せ
て
約
五
十
万
枚
と
い
う
、

か
な
り
大
量
の
用
例
を
準
備
し
、
客
観
的
な
事
実
に

も
と
つ
い
て
考
察
し
た
点
で
あ
ろ
う
。
用
例
採
集
の

範
囲
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
三
代
、
約
六
十
年

に
わ
た
っ
て
一
般
に
広
く
読
ま
れ
て
い
る
『
武
蔵

野
』
（
国
木
田
独
歩
、
明
3
1
）
か
ら
『
人
間
の
壁
』

（
石
川
達
三
、
昭
3
4
）
に
至
る
五
十
二
の
代
表
的
な

文
学
作
品
を
中
心
と
し
て
、
『
高
崎
山
』
（
梅
棟
忠

夫
、
昭
3
6
）
な
ど
科
学
説
明
文
・
論
説
文
二
十
四
を

加
え
、
さ
ら
に
「
現
代
雑
誌
九
十
種
」
「
総
合
雑
誌
」

の
語
彙
調
査
の
用
例
を
も
使
っ
た
。

　
動
詞
　
ま
ず
、
動
詞
の
研
究
か
ら
み
よ
う
。
内
容

は
、
主
要
部
は
二
つ
に
わ
か
れ
て
い
る
。
第
一
部

「
意
味
特
徴
の
記
述
」
は
、
類
義
的
な
動
詞
ど
う
し

を
つ
き
あ
わ
せ
て
、
そ
の
意
味
を
区
別
す
る
特
徴
を

用
例
に
よ
っ
て
裏
づ
け
な
が
ら
記
述
す
る
と
い
う
方

法
に
よ
る
三
百
七
十
一
項
目
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
「
ほ
え
る
」
は
動
作
の
主
体
の
面

で
猛
獣
や
犬
に
か
ぎ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
な
く
」

は
動
物
一
般
に
広
く
使
わ
れ
る
点
に
区
別
が
み
ら
れ

る
。
こ
の
ば
あ
い
、
「
な
く
」
が
上
位
語
、
「
ほ
え

る
」
が
下
位
語
の
関
係
に
あ
り
（
「
ほ
え
る
く
な
く
」

と
不
等
号
で
表
示
）
、
こ
う
い
う
上
位
下
位
の
関
係
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／

（ゲ

ｪ
。
ξ
ヨ
望
）
の
抽
出
に
よ
る
、
動
詞
の
意
味
特

徴
の
記
述
が
も
っ
と
も
多
く
み
ら
れ
る
が
、
ほ
か
に

「
ほ
え
る
／
い
な
な
く
」
の
よ
う
な
同
じ
レ
ベ
ル
に

お
け
る
対
立
、
「
お
す
一
ひ
く
」
の
よ
う
な
い
わ

ゆ
る
反
対
語
の
関
係
に
あ
る
対
立
の
記
述
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
特
徴
は
、
「
主
体
」
の
ほ
か
に
「
対

象
」
「
動
作
・
作
用
の
属
性
」
「
環
境
」
「
結
果
」
「
意

図
」
「
原
因
」
「
評
価
」
「
そ
の
他
」
の
豆
類
に
分
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
側
面
の
特
徴
は
も
ち
ろ
ん

密
接
な
相
互
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
そ

よ
ぐ
」
は
次
の
三
つ
の
観
点
か
砂
記
述
さ
れ
て
い

る
。
ま
ず
「
主
体
」
に
関
し
て
、
「
ゆ
れ
る
・
ゆ
ら

ぐ
・
、
ゆ
ら
め
く
」
と
ち
が
っ
て
、
わ
ず
か
な
風
で
も

動
く
よ
う
な
軽
い
も
の
（
ほ
と
ん
ど
植
物
）
に
限
定

さ
れ
て
い
る
。
「
動
作
・
作
用
の
属
性
」
の
点
で
は

い
わ
ゆ
る
そ
よ
風
で
も
動
く
程
度
の
、
勢
い
の
弱
さ

が
特
徴
で
あ
る
。
「
原
因
」
の
点
で
は
「
そ
よ
ぐ
」

は
わ
ず
か
に
風
が
吹
い
て
そ
の
た
め
に
ゆ
れ
る
と
い

う
積
極
的
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
れ

ば
、
お
よ
そ
「
そ
よ
ぐ
」
の
語
義
が
規
定
で
き
そ

う
に
み
え
る
が
、
本
書
で
は
、
い
わ
ゆ
る
成
分
分
析

（
○
◎
日
℃
O
⇒
O
疑
Σ
甲
山
。
ぞ
匹
。
・
）
に
お
け
る
よ
う
に
、

単
語
の
意
味
を
諸
成
分
に
分
析
し
つ
く
し
、
諸
特
徴

の
束
と
し
て
規
定
す
る
と
い
う
目
標
を
必
ず
し
も
立

て
て
は
い
な
い
。
上
位
・
下
位
の
対
立
を
主
と
し

て
、
広
い
範
囲
の
動
詞
が
ら
で
き
る
だ
け
多
く
の
特

徴
を
ぬ
き
だ
す
こ
と
自
体
を
直
接
の
目
標
と
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
分
析
の
対
象
は
、
成
分
分
析
の
よ

う
に
ま
と
ま
り
の
よ
い
意
味
分
野
に
限
ら
れ
る
必
要

が
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
第
二
部
「
個
別
的
記
述
」
は
、
基
本
的
な
い
く
つ

か
の
動
詞
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
つ
い

て
、
用
例
に
も
と
づ
き
意
味
・
用
法
を
く
わ
し
く
記

述
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
部
は
、
あ
み
動
詞
が
他

の
動
詞
と
の
関
係
に
お
い
て
作
り
出
す
体
系
の
追
求

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
第
二
部
は
一
つ
の
動
詞
の

意
味
の
な
か
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
意
味
の
相
互
関

係
な
ど
内
的
な
体
系
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
わ

け
で
あ
る
。
基
本
的
な
動
詞
は
い
う
ま
で
も
な
く
み

な
多
義
語
で
あ
っ
て
、
普
通
の
国
語
辞
典
を
み
る

と
、
多
い
も
の
は
何
十
と
い
う
意
味
が
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
①
②
③
…
…
と
い
う
風
に
同
列
に

並
べ
ら
れ
て
い
る
か
、
e
①
②
④
＠
㊤
①
②
③
…
…

と
い
っ
た
風
に
階
層
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
一
つ
一
つ
の
意
味
は

は
っ
き
り
区
切
ら
れ
た
よ
う
な
記
述
を
辞
典
で
は
せ

ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
中
間
的
・
過
、

渡
的
な
用
法
・
用
例
も
あ
り
、
諸
意
味
間
の
有
機
的

な
関
係
も
十
分
辞
典
の
中
に
示
せ
る
も
の
で
は
な

い
。
ま
た
、
辞
典
で
は
結
論
だ
け
を
簡
潔
に
記
す
た

め
の
入
ペ
ー
ス
が
や
っ
と
で
、
結
論
に
達
す
る
根
拠

や
論
証
の
過
程
は
ほ
と
ん
ど
切
り
す
て
ら
れ
ざ
る
を

え
な
い
。
ま
た
、
辞
典
編
集
者
は
母
国
語
に
つ
い
て

の
内
省
に
も
と
づ
い
て
意
味
の
記
述
を
し
て
い
く
場

合
も
あ
ろ
う
が
、
対
象
が
母
国
語
で
は
あ
っ
て
も
、

主
観
的
な
内
省
だ
け
に
た
よ
っ
た
場
合
、
あ
る
用
法

を
思
い
出
さ
な
か
っ
た
り
、
一
面
的
な
と
ら
え
か
た

を
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
さ
け
る
た
め

に
も
、
大
量
の
用
例
に
よ
り
、
客
観
的
な
事
実
に
基

い
て
意
味
の
記
述
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。
特

に
、
述
語
的
な
部
分
の
中
心
に
な
る
こ
と
が
多
く
、

セ
ン
．
テ
ン
ス
の
か
な
め
と
も
い
え
る
動
詞
の
基
本
的

な
も
の
に
つ
い
て
の
、
意
味
の
一
歩
一
歩
の
こ
ま
か

い
変
化
・
発
展
の
詳
細
な
体
系
的
な
記
述
は
、
現
代

日
本
語
の
記
述
の
な
か
で
の
欠
か
せ
な
い
一
部
分
で
．

あ
る
。
こ
う
い
う
要
請
に
具
体
的
に
こ
た
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
が
、
こ
の
「
第
二
部
」
で
あ
る
と
も
い

え
よ
う
。
具
体
的
に
は
報
告
書
を
み
て
い
た
だ
く
外

は
な
い
が
、
「
で
る
」
の
意
味
記
述
の
あ
と
に
あ
る

「
ま
と
め
」
の
図
だ
け
を
一
例
と
し
て
図
2
に
示
す
。

　
第
一
部
・
第
二
部
を
通
じ
て
、
動
詞
の
格
支
配
・

ア
ス
ペ
ク
ト
そ
の
他
の
文
法
的
性
質
が
意
味
記
述
に

役
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
第
三
部
「
意
味
と
ほ
か
の

性
質
と
の
関
係
」
に
は
文
法
的
性
質
・
文
体
的
性
質

と
動
詞
の
意
味
と
の
関
係
が
一
般
的
に
論
じ
ら
れ
て

思
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1

「出る」の意味記述のまとめ

’

4

会社を一

（離脱》

002

下宿を一・

出発

011

汽車が一

010

江戸を～

6

四十を卿

（範囲）

図2

（移動）

ooo

へやを一

11

汗が一

生）

5

父かち金が～

（所有）

出
発
・
到
着

到着

い
る
ゆ

15

命令が一

（発

001

しごとに一

020

ざしきへ～

31

会合に～

（登場）

14

つかれが旬

7

攻撃に一

（理渡）

025

看板が一

34

くせが一

21

小判が一

22

月が～

（出現）

　
形
容
詞
　
形
容
詞
に
つ
い
て
も
動

詞
と
同
じ
よ
う
な
方
法
で
仕
事
を
始

め
た
。
用
例
を
採
集
し
た
資
料
の
範

囲
も
既
述
の
よ
う
に
動
詞
と
全
く
同

じ
で
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
得
ら

れ
た
用
例
の
数
量
は
、
異
な
り
で
も

延
べ
で
も
動
詞
よ
り
ず
っ
と
少
な
か

っ
た
。
形
容
詞
ど
う
し
を
つ
き
合
わ

せ
て
、
そ
の
意
味
を
区
別
す
る
特
徴

を
具
体
的
に
ぬ
歯
だ
す
作
業
が
う
ま

く
進
ま
ず
、
百
項
目
ぐ
ら
い
に
止
ま

っ
た
た
め
に
、
結
果
と
し
て
は
、
後

述
す
る
よ
う
な
動
詞
と
は
や
や
違
っ

た
形
に
、
報
告
の
中
心
を
ま
と
め
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
。
意
味
特
徴
を

と
り
だ
す
作
業
が
難
航
し
た
、
い
ち

ぼ
ん
客
観
的
な
要
因
と
し
て
は
、
異

な
り
語
数
の
違
い
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
、
あ
と
で
気
が
つ
い
た
。

語
と
語
を
つ
き
合
わ
せ
て
、
相
互
の

意
味
を
区
別
す
る
特
徴
を
と
り
だ
す

こ
と
が
で
き
、
か
つ
そ
の
こ
と
の
有

効
性
が
大
き
い
も
の
は
、
動
詞
ど
う

し
、
形
容
詞
ど
う
し
の
あ
ら
ゆ
る
組
合
せ
か
ら
み
れ

ば
、
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
異
な
り

語
数
の
ず
っ
と
少
な
い
形
容
詞
ど
う
し
の
あ
ら
ゆ
る

組
合
せ
の
中
で
、
こ
う
い
う
方
法
を
有
効
に
適
用
で

き
る
組
合
せ
の
絶
対
数
は
、
動
詞
の
場
合
よ
り
は
る

か
に
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
個
々
の
単
語
に
密
着
し
た
か
た
ち
で
意
昧
特
徴
を

と
り
だ
す
こ
と
が
難
航
し
た
過
程
で
、
形
容
詞
の
意

味
が
も
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
側
面
に
気
付
い
た
の

で
、
そ
の
い
く
つ
か
を
や
や
一
般
的
に
考
察
す
る
こ

と
に
し
た
。
構
文
的
な
性
質
な
ど
を
手
が
か
り
に
し

て
、
意
味
上
の
グ
ル
ー
プ
を
見
つ
け
る
こ
と
も
努
め

た
。
ま
ず
、
日
本
語
の
形
容
詞
の
中
で
「
う
れ
し

い
」
「
ほ
し
い
」
「
い
た
い
」
な
ど
感
情
・
感
覚
を
表

す
一
部
の
語
は
き
わ
め
て
主
観
的
な
性
質
が
濃
く
、

特
色
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い
る
が
、
一
般

の
属
性
形
容
詞
と
対
比
さ
せ
つ
つ
そ
の
諸
特
性
を
用

例
に
よ
っ
て
検
討
し
、
そ
の
下
位
分
類
を
試
み
た
。

　
つ
ぎ
に
、
属
性
の
「
主
体
」
は
形
容
詞
の
意
味
に

接
近
す
る
た
め
の
主
要
な
手
が
か
り
だ
と
考
え
、
形

容
詞
の
表
す
性
状
の
主
体
に
な
り
う
る
も
の
の
種
類

．
範
囲
に
つ
い
て
し
ら
べ
て
み
た
。
た
と
え
ば
、
人

の
属
性
を
表
す
形
容
詞
の
う
ち
で
、
「
お
と
な
し
い
」

「
健
康
な
」
の
よ
う
に
人
間
一
般
に
広
く
使
わ
れ
る

も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
「
が
ん
ぜ
な
い
」
「
や
ん
ち
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や
な
」
な
ど
年
少
者
に
、
h
し
と
や
か
な
」
「
な
ま
め

か
し
い
」
な
ぜ
女
性
に
、
「
い
な
せ
な
」
「
め
め
し

い
」
な
ど
男
性
に
し
か
普
通
は
使
わ
れ
な
い
と
い
う

よ
う
な
、
主
体
に
制
限
を
伴
っ
た
も
．
の
も
あ
る
。
こ

う
い
う
制
限
は
、
そ
の
表
す
属
性
の
内
容
と
密
接
な

関
係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
つ

ぎ
に
、
形
容
詞
の
意
味
の
特
質
の
一
つ
と
し
て
「
程

度
性
」
を
考
え
、
形
容
詞
に
多
く
み
ら
れ
る
反
対
語

の
中
の
か
な
り
の
部
分
や
、
そ
の
他
の
対
立
を
、
程

度
性
に
関
係
の
あ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
み
．

た
。
も
う
．
一
つ
の
特
質
と
し
て
、
形
容
詞
は
人
間
の

も
の
ご
と
の
感
受
の
し
か
た
を
表
す
と
い
う
性
質
が

濃
い
の
で
、
評
価
・
感
情
な
ど
の
主
観
的
な
要
素
に

つ
い
て
、
．
い
く
つ
か
の
種
類
を
考
え
て
み
た
。

　
用
例
集
　
右
と
ま
っ
た
く
呵
一
の
資
料
を
使
っ

て
、
『
動
詞
・
形
容
詞
問
題
語
用
例
集
』
を
作
成
．

刊
行
し
た
。
動
詞
・
形
容
詞
の
約
五
十
万
の
用
例
を

す
べ
て
資
料
と
し
て
一
般
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
刊

行
で
き
れ
ぽ
申
し
分
な
い
が
、
そ
れ
は
膨
大
で
実
際

的
な
計
画
に
な
り
え
な
か
っ
た
の
で
、
な
ま
の
資
料

そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
あ
る
観
点
か
ら
資
料
を
処
理

し
た
結
果
を
い
く
つ
か
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
「
辞
典
に
あ
ま
り
登
録
さ
れ
て
い
な
い
動
詞

・
形
容
詞
の
用
例
」
「
い
く
と
お
り
に
も
読
み
う
る

動
詞
・
形
容
詞
の
用
例
」
「
自
動
詞
か
他
動
詞
か
決

め
に
く
い
語
σ
用
例
」
．
「
語
末
か
ら
の
逆
び
き
に
よ

る
動
詞
・
形
容
詞
一
覧
」
（
最
後
の
一
つ
だ
け
は
、
右
の

用
例
で
は
な
く
、
辞
典
の
見
出
し
語
を
資
料
と
し
た
も
の
で

あ
る
）
の
四
種
類
の
資
料
を
集
め
て
、
用
例
中
心
の

参
考
資
料
を
提
供
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
、
そ
の
他
の
語
彙
研
究

．
ω
助
詞
・
助
動
詞
の
意
味
・
用
法
の
研
究

　
　
〈
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〉
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『
現
代
語
の
助
詞
・
助

　
　
動
詞
　
　
用
法
と
実
例
一
』
（
昭
和
2
6
年
刊
）

　
標
準
語
の
体
系
を
確
立
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
と

し
て
行
っ
た
も
の
で
、
語
の
意
味
・
用
法
を
記
述

し
た
も
の
と
し
て
は
、
国
旗
の
報
告
書
の
中
で
最
初

の
も
の
で
あ
る
。
共
通
語
と
し
て
最
も
一
般
的
な
新

陽
・
雑
誌
（
昭
和
2
4
年
4
月
か
ら
2
5
年
3
．
月
ま
で
の

も
の
三
十
四
種
類
）
の
文
章
の
中
か
ら
、
助
詞
・
助

動
詞
の
実
例
約
四
万
八
千
を
拾
い
上
げ
、
　
一
々
の
用

例
に
つ
い
て
意
味
・
用
法
を
考
察
し
、
分
類
・
記
述

し
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
語
彙
的
な
意
味
と

　
い
う
よ
り
、
文
法
的
な
意
味
を
対
象
と
し
た
も
．
の
で

あ
る
が
、
従
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
大
量
調
査
の
結
果

　
に
基
い
て
分
析
し
て
い
る
ご
と
、
そ
の
意
味
・
凧
法

　
の
分
類
や
記
述
に
も
多
く
の
新
見
が
見
え
る
こ
と
な

ど
の
点
か
ら
、
各
方
面
で
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

②
　
同
音
語
の
研
究

　
〈
発
表
物
〉
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0
『
同
音
語
の
．
研
究
』

　
　
（
昭
和
3
6
年
刊
）

　
国
語
に
は
同
音
語
が
多
い
と
言
わ
れ
、
．
「
特
に
漢
語

に
こ
れ
が
著
し
い
た
め
誤
解
を
生
む
原
因
と
な
り
、

マ
ス
コ
ミ
に
お
け
る
意
志
の
伝
達
を
妨
げ
て
い
る
と

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
音
語
が
実
際
に
ど
の
よ

う
な
混
乱
を
起
こ
し
て
い
る
か
を
調
査
し
、
さ
ら
に

そ
の
混
乱
が
ど
う
い
う
条
件
の
も
と
に
起
こ
る
か
を

分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
調
査
は
、
基
礎
資
料
「

を
『
同
音
語
集
』
（
衆
議
院
速
記
者
養
成
所
刊
）
に
と

り
、
各
種
辞
典
・
用
語
集
等
で
補
充
し
、
ま
た
具
体

的
資
料
を
新
聞
社
の
テ
レ
タ
イ
プ
原
稿
に
よ
っ
て
補

い
、
混
乱
の
所
在
お
よ
び
原
因
を
考
察
し
た
。
同
じ

く
同
音
語
と
い
っ
て
も
ま
ぎ
れ
や
す
い
も
の
と
、
そ

う
で
な
い
も
の
と
が
あ
り
う
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

同
音
語
を
、
①
そ
れ
が
使
わ
れ
る
位
相
の
異
同
　
②

そ
の
語
が
複
合
語
を
つ
く
る
場
合
の
結
合
の
し
か
た

の
異
同
③
品
詞
性
の
異
同
④
そ
の
語
が
一
定
の

慣
用
的
な
言
い
方
に
し
か
使
わ
れ
な
い
か
否
か
⑤

ア
ク
セ
ン
ト
の
異
同
等
の
条
件
を
設
け
て
分
類
し
て

み
た
。
さ
ら
に
、
高
校
生
・
大
学
生
を
対
象
と
す
る

小
規
模
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
、
ど
の
よ
う
な
条
件

を
与
え
れ
ば
同
音
語
が
正
し
く
理
解
さ
れ
る
か
と
い

う
点
を
稠
査
t
え
。
　
．
（
西
尾
寅
弥
．
斎
賀
秀
夫
）
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